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平成２２年１２月２０日発行
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◆◆◆現場の皆さんへ◆◆◆ ～比べて経営診断～

早いものでカレンダーも最後の一枚となり、来月から新たな年が始まります。年明

けとともに、青色申告など税務申告の準備に追われる方々も多いことと思います。

さて、今回は、どなたでも簡単に実践できて農業経営の改善・発展に役立つ、手軽

な自己経営診断の提案です。

必要なものは「直近のご自分の農業経営収支などの経営概況」と「統計資料」です。

もちろん青色申告に利用する農業経営収支が把握できる書類があれば十分です。農業

に関する多くの統計資料は、農林水産省ホームページの「統計情報」から取得するこ

とができます。（統計情報 → http://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html）

今回は、農業統計の中から、11月５日に公表された「平成21年営農類型別経営統計

（個別経営）」をピックアップしてみます。

この統計調査は、農家の農業収入、農業支出、農業所得といった農業経営収支を、

農家１戸当たりの平均値としてまとめた統計で、水田作や畑作、野菜、果樹、畜産な

どの営農類型別に、更には、作付面積や飼養頭数規模別に取りまとめられています。

なお、農業経営収支については、個別経営（農家経営）のほか、組織法人経営や水

田作集落営農に関する統計結果もあり、ご自分の経営タイプに合わせて選択が可能で

す。

先ず、個別経営の農業経営収支の平均値を、ご自分の農業経営収支と比較してみま

す。この時、ご自分の営農類型や経営規模に近い平均値を比較対象として選択します。

例えば、ご自身が４haの田で水稲や小麦、大豆などを栽培している場合には、営農類

型別経営統計（個別経営）の「水田作経営」の水田作作付延べ面積が３～５ha規模の

平均値と比較します。

平成21年の３～５ha規模の全国平均値は、農業収入(農業粗収益）は627万円、農業

支出(農業経営費)は444万円、農業所得は183万円となっています。ご自分の農業所得

がこれよりも高ければ、まずは全国平均以上の経営が実践できているものと評価でき、

低ければ、農業収入が低いのか農業支出が高いのかを費目別に見比べることで具体的
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な経営改善策の糸口をつかむことができます。

最近では、パソコンや会計・分析ソフトの普及も相まって、経営分析や経営診断に

自ら取り組まれる農業者の方々も多いと考えられますが、農業生産が忙しい、分析は

難しいのでプロ任せ、興味はあるが中々・・という方もおられるかと思います。

数値を加工して立派な指標を算出してから解析することだけが経営分析ではなく、

このような既存の統計結果との単純な比較分析も有効な経営診断の一つです。

これまで経営分析や経営診断に縁遠かった方は、先ずは単純に比べてみる比較分析

への第一歩を踏み出して自己経営診断に取り組んでみてはいかがでしょうか。

◇ 営農類型別経営統計（個別経営）

→ http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/einou_kobetu/index.html

上記の例では、このページの「年計結果 平成21年の統計表〔Excel:e-Stat〕」

のシートラベル「水田作(規模)１」から比較する数値を選択。

■ ご意見・ご質問は下記へお願いいたします

→ https://www.contact.maff.go.jp/maff/form/eaba.html

◆◆◆事業活用のポイント◆◆◆

～学校等を卒業後３年以内の既卒者の方の雇用を促進するための奨励金～

厚生労働省では、学校等を卒業後３年以内の既卒者の方の雇用を促進するため、平

成２３年度までの時限措置として以下の奨励金制度を実施しております。

３年以内既卒者トライアル雇用奨励金

高校・大学等を卒業後３年以内の方を正規雇用へ向けて育成するために、まずは

有期雇用（原則３ヶ月）で雇用し、その後、正規雇用に移行させる事業主の方に奨

励金を支給します。

＜奨励金支給額＞

・有期雇用期間（原則３ヶ月）・・・対象者１人につき月額10万円（最大30万円）

を支給

・有期雇用終了後の正規雇用での雇入れ・・・対象者１人につき50万円を支給

（正規雇用から３ヶ月経過後に支給）

３年以内既卒者（新卒扱い）採用拡大奨励金

卒業後３年以内の既卒者も応募対象とする新卒求人を提出し、大学等を卒業後３

年以内の既卒者を正規雇用した事業主の方に奨励金を支給します。

＜奨励金支給額＞

正規雇用での雇入れから６ヶ月経過後に100万円を支給

事業の要件等は以下のホームページに掲載されておりますのでご参照下さい。ご利

用に当たっては、必ず事前にお近くの都道府県労働局、ハローワークまたは新卒応援

ハローワークにお問い合わせ下さい。
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・３年以内既卒者トライアル雇用奨励金

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/dl/c-top-b.pdf

・３年以内既卒者（新卒扱い）採用拡大奨励金

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/dl/c-top-a.pdf

◆◆◆お知らせ◆◆◆～農山漁村コミュニティ・ビジネスセミナーのご案内～

(財）都市農山漁村交流活性化機構では、農山漁村コミュニティ・ビジネスセミナー
「アグリビジネス編」を開催いたします。このセミナーの主旨は「農業をビジネスの
視点から捉え、経営を安定させる為には何が求められているかを考える」ところにあ
ります。

今回のセミナーでは、主に農家（経営主体）の法人化による多角的経営により、将来
に夢を持てる農業の実現を目指した新たな「アグリビジネス」を紹介します。

●日 程：第１回 平成23年１月14日（金）10:00～17:30
第２回 平成23年２月18日（金）10:00～17:30

●会 場：日興ホール
東京駅 八重洲北口 日興コーディアル証券八重洲支店２階

●講 師：農林水産省大臣官房政策課企画官 木村 崇之 氏
演題：「食料・農業・農村基本計画」解説

株式会社 美瑛の学び舎 代表 田中 勝 氏
演題：「１０年後の農業経営」

農消資本協会 会長 渡辺 清 氏
演題：「法人化のメリット」

株式会社 富士通総研 シニアコンサルタント 門井 大二郎 氏
演題：「経営資源」

●参 加 費：5,000円
詳細については http://www.kouryu.or.jp/seminar/index.htmlをご覧ください。

◇◇◇編集後記◇◇◇

先日、農林水産省のＯＢの方（なんとその方の旦那様はこのメールマガジンの二代

目編集長でした！）が立ち上げた企画で、福島県南会津市で農家さんとの交流会に参

加してきました。今回訪問した地域は中山間地域であり、冬は一階が丸ごと埋まって

しまうほどの豪雪地帯だそうです（今回はあまり降っていませんでしたが）。こうい

った厳しい環境の中、現地の皆さんは「南郷トマト」というブランドトマトの栽培を

軸にして、若手の方から年配の方までそれぞれがしっかりと連携して営農されていま

した。特に、トマトに関しては若手の方が地域のリーダーとなって地域の生産者をま

とめ、次に新規で就農する後輩にもトマト栽培の技術をしっかりと伝えることで産地

を守っていました。厳しい環境にある集落でもそこに住む人達の努力次第で、農業経

営はしっかりと成り立つことを証明しているなあと強く感じました。

また、今回は農家さんの家に宿泊させていただきましたが、そこで朝ご飯に「ぬか

釜」で炊いたお米をごちそうになりました。「ぬか釜」とは、籾殻を燃料として米を

炊く独特の釜で、福島以外に新潟等でも使われていたそうです。この釜で炊いたお米
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はふっくらと、そしてほんのり香ばしいにおいがして、とてもおいしかったです。た

だ、朝寝坊して実際に炊くところを見られなかったのは残念でした…。南会津の皆様

には心から御礼申し上げます。また是非足を運びたいと思います。

さて、この149号をもって、本年配信の農業担い手メールマガジンは最後となります。

今年一年間、ご愛読いただきました皆様には心より感謝申し上げます。次回は新年１

月初旬に、第150号を配信する予定です。来年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

（Hy）
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○ 電子出版：農業担い手メールマガジン

○ 発行日 ：毎月２回発行

○ 発行元 ：農林水産省経営局経営政策課 担当：橋本、表谷

☆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！

～担い手への支援策、認定農業者数等、担い手情報満載！！～

→ http://www.maff.go.jp/j/ninaite/index.html

☆ このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから

→ http://www.maff.go.jp/j/ninaite/n_mailmaga/index.html

☆ このメルマガの配信変更、配信解除、パスワード再発行等はこちらから

→ http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
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